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これまでの群馬県県議会議員選挙で投票率が最も高かったのは 1951 年の 92.48％です。79

年以降は右肩下がりで、2011 年に 49.08％と初めて５割を下回り、15 年に 45.14％、19 年に

43.49％と歯止めがかかりません。また、無投票は過去最多に並ぶ９選挙区に上り、「なり手不

足」に加え、人口減少やコロナ禍で地域の人間関係が希薄になり、選挙組織をつくるための「支

持者不足」が生じています。23日に行われた統一地方選挙後半戦、群馬県内の全８市が選挙戦

になった市議選に対し、６町村議選が無投票、さらには定数割れの自治体も発生しています。

これらのことから地方自治や民主主義の危機が迫っています。 

選挙に関心が持てず 

投票率は低下、問われる 

議会の存在価値 

平成 19年 55.51％ 

平成 23年 49.08％ 

平成 27年 45.14％ 

平成 31年 43.49％ 

令和 ５年 39.51％ 

群馬県議会議員選挙の投票率の推移 

ⓒ群馬県選挙管理委員会 


